
質問と回答は以下のとおりです。 2026年8月3日

質問番号 ページ 項目 質問内容 回答

1 14
２．本業務にかかる事項
（１）プロジェクトの活動に関する業務

会議／ワークショップの開催に適用される謝金、日当・宿
泊費、旅費交通費の規定額をお教えください。また、会場
費についても平均的な金額をご教示ください。

会議・ワークショップ開催に係る参加者の日当及び宿泊
費については、参考として、ボツワナ支所の現時点での基
準では日当約3,000円／日（日当250BWP）、宿泊費約
8,900円／泊（740BWP）、となっています。交通費に
ついては実費を基本としています。謝金については、一律
の基準額は設定していません。
また、会場費については会場規模や提供サービス等によ
り異なるため一律の基準額はなく、規模や提供サービス
により異なりますが、例えば40名程度の会議を想定した
場合、概ね1.4～2.6万BWP程度が参考となります。

2 14
第2章【特記仕様書案】第4条2．（1）②学校給食調達シス
テム分析支援

活動2-2にある「地産地消型学校給食」とは、21ページ案
件概要表（案）にある「HGSF」と同義でしょうか。また、
HGSFとは、Home-Grown School Feedingを指す
のでしょうか。

ご理解のとおりです。本業務でいう「地産地消型学校給
食」は、案件概要表に記載のHGSFと同様の考え方を想
定しています。また、HGSFは Home-Grown School
Feeding を指します。

3 14
第2章【特記仕様書案】第4条2．（1）③学校給食の戦略的
方針の策定支援

活動3-1にある「国内外の知見を含むワークショップ」の
国内とは、ボツワナ国内を指すのでしょうか。または日本
国内の知見を指すのでしょうか。

「国内」とは主としてボツワナ国内を想定しています。「国
外」については、日本を含むボツワナ国外の事例や知見
の共有を想定しています。具体的な内容については、業
務目的及び現地ニーズを踏まえ、プロポーザルにおいて
提案してください。

4 14
第2章【特記仕様書案】第4条2．（1）③学校給食の戦略的
方針の策定支援

脚注4で「各1回実施」が想定される会議・ワークショップ
内容区分が不明確、不完全な文となっています。キックオ
フ会議と政策案・知見共有ワークショップを各1回実施と
いうことでしょうか。政策案の策定は活動3-2に含まれ
るため、そちらと区別して「知見共有ワークショップ」と理
解するのが正しいのでしょうか。

活動3-1で想定しているのは、業務開始時のキックオフ会
議1回及び業務後半の政策案・知見共有のためのワーク
ショップ1回です。一方、活動3-2では、学校給食政策又
は戦略の策定及び承認に向けた検討を進めるため、関係
者間での協議及びワークショップ（2回程度）を想定して
います。なお、これらは現時点で想定する主な協議機会を
示したものであり、受注者は業務目的の達成に向けて、必
要に応じて効率的な実施方法を提案してください。
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5 15

企画競争説明書 第2章　特記仕様書案
【2】特記仕様書（案）
第4条　業務の内容
２．本業務にかかる事項
p.15 (3)その他 ①収集情報・データの提供

位置情報の取得やデータの提出について記載されていま
すが、フードバリューチェーン調査における位置情報取得
を想定されていますか。「追加的に位置情報を取得する
必要はなく」とありますので、位置情報を含むデータが特
に発生しない場合は提出不要という理解でよろしいで
しょうか。

ご理解のとおりです。本案件のフードバリューチェーン調
査において、位置情報の取得は必須とはしていません。調
査の実施過程で位置情報を含むデータを取得した場合に
は提出対象となりますが、位置情報に係るデータが発生
しない場合は提出不要です。

6 17

企画競争説明書  第2章　特記仕様書案
【2】特記仕様書（案）
p.16-17 第5条　報告書等
1．報告書等　業務完了報告書

日本語は電子データ、英語はCD-Rで計4部（日・英各2
部）とありますが、日・英を含むCD-Rを4部という理解
でよろしいでしょうか。
それとも、日本語のみのCD-Rを2部、英語のみのCD-R
を2部での提出という理解でしょうか？
また、日本語については電子データを別途提出する必要
がある、という理解でよろしいでしょうか。

日本語版及び英語版の電子データを提出してください。
また、CD-Rについては、日本語版2部、英語版2部の計
4部の提出を想定しています。したがって、日本語版のみ
を収録したCD-Rを2部、英語版のみを収録したCD-Rを
2部提出してください。

7 21
案件概要表（案）
２．２）

本事業は、学校給食、特にHGSFを推進する・・・とありま
すが、ボツワナにおいて、HGSFがどの程度進んでいる
か具体的な内容を教えていただくことは可能でしょうか。

ボツワナでは、学校給食と農業との連携に関する取組が
一部実施されています。既存情報の収集・分析を行った
上で、企画競争説明書の内容を踏まえ、ボツワナにおける
HGSFの現状及び課題を分析し提案してください。

8 25
2．成果指標のモニタリング及びモニタリングのための報
告書作成

16ページ第5条1．に示される報告書等に、25ページに
ある「成果指標のモニタリング及びモニタリングのための
報告書作成」（特に2点目と4点目）は含まれていないと
の理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。25ページに記載の成果指標のモニ
タリング及びモニタリングのための報告書作成について
は対象外であり、第5条1．に示した報告書等に含める必
要はありません。

9 28 （５）対象国の便宜供与

インターネット環境について、「Wi-Fi 無」との情報です
が、インターネット回線自体が未整備なのか、回線（有線
接続環境）はあるが Wi-Fi（無線接続環境）が整備されて
いないのか、どちらでしょうか。仮にインターネット回線を
追加設置する場合、当該設置費用はプロジェクト負担で
しょうか。また、設置後のインターネット月額使用料はプロ
ジェクト負担でしょうか

執務室の設置を予定している庁舎内では、インターネット
回線及びWi-Fi環境の利用が可能です。ただし、複数の
利用者で共有しているため、通信環境は必ずしも良好と
は言えません。
このため、業務実施上、追加的なインターネット環境を確
保する必要が生じる可能性があり、モバイルWi-Fi等によ
る別途の通信手段の確保を推奨します。なお、月額利用
料を含む通信費については、プロジェクト負担となりま
す。



10 31

企画競争説明書  第3章　プロポーザル作成に係る留意
事項
４．見積書作成にかかる留意事項
p.30-31 (4)定額計上について
1　児童・生徒の食事・栄養調査
2　学校給食に係る食材調達バリューチェーン調査
3　学校給食政策策定のためのパイロット活動に係る経費

それぞれ会議開催費、関係者招へい費用が含まれていま
すが、会議参加者の日当、宿泊費、交通費、会場費が含ま
れているという理解でよろしいですか。

はい、ご理解のとおりです。定額計上額に含まれる会議
開催費及び関係者招へい費用には、会議参加者の日当、
宿泊費、交通費及び会場費を含みます。

11 31 第3章4．（4）定額計上について

定額計上の表にある1と2の各調査の金額に、「（調査機
材、対象地域関係者へのフィードバック会議開催費含
む）」とあります。一方、19ページにある再委託の仕様に、
フィードバック会議開催は含まれていません。これは、現
地再委託で行う各調査（再委託費）、必要な場合の調査機
材費、アドバイザー業務が行う結果共有・意見交換ワーク
ショップ（活動1-3と活動2-4）をまとめて、定額計上する
（つまり、機材費と会議開催費は、一般業務費に別計上し
ない）ということでしょうか。

定額計上額には、再委託による調査（データ収集・一次分
析）、調査機材費及び対象地域関係者へのフィードバック
会議開催費を含んでいます。
なお、フィードバック会議の実施は受注者がカウンター
パートと協働して行うことを想定していますが、当該会議
（活動1-3及び活動2-4）に係る経費は定額計上額に含ま
れているため、一般業務費として別途計上する必要はあ
りません。

12 31 第3章4．（4）定額計上について

定額計上の表にある3の活動（小規模な試行的取組の実
施一式）の金額に、「知見共有を目的とした会議への周辺
国からの関係者招へいに係る経費を含む）」とあります。
これは、活動3-1にある「国内外の知見を含むワーク
ショップ」を実施する際、そこへの招へい費用のみを定額
計上に含めるということでしょうか。つまり、活動3-1の
キックオフ会議と政策案・知見共有ワークショップと、（活
動3-1が指すパイロット活動とは別に行う）活動3-2で想
定される協議・ワークショップは、定額計上に含めないと
いう理解でよろしいでしょうか。

定額計上「3．学校給食政策策定のためのパイロット活動
にかかる経費」に含まれる「知見共有を目的とした会議へ
の周辺国からの関係者招へいに係る経費」は、パイロット
活動に関連して実施する知見共有・成果共有のための会
議等を想定しています。
一方、活動3-1におけるキックオフ会議や政策案・知見共
有ワークショップ、活動3-2における関係者との協議・
ワークショップについては、原則として一般業務費として
見積・提案してください。
なお、会議開催の効率性等の観点から、パイロット活動に
関連する知見共有の場と他の会議・ワークショップを同時
期に実施することが適切と考えられる場合には、その旨
を提案いただくことは差し支えありません。

以上


